
クイックスタート
本文書では， minitype の基本的な使い方を説明します．

文書を生成する

minitype パッケージから minitype 関数をインポートし，
文書の内容とスタイルを指定して呼び出します． 戻り値のオ
ブジェクトに対して .save() を呼び出すと PDF または
PNG ファイルが出力されます．

import { h1, minitype, p } from 
"@minitype/minitype";

await minitype([
  {
    body: [h1("Hello World!"), 
p("minitype のテストです ")],
  },
]).save("hello.pdf");

minitype 関数の引数と戻り値は以下の通りです．

minitype(
  groups: Group[],                 // 文書の内
容
  style?: Partial<DocumentStyle>,  //
 文書全体のスタイル
  options?: MiniTypeOptions,       // オ
プション
): {
  save(path: string): 
Promise<string[]>       // PDF または PNG
 として保存 （.pdf または .png）
  toPdf(): Promise<Uint8Array>            
    // PDF を Uint8Array として返す
  toImages(): Promise<Uint8Array[]>  
         // 各ページの PNG を Uint8Array 配列
として返す
  getLayout(): 
Promise<BlockLabel[]>          // 組版結

果のレイアウト情報を返す
  getPageCount(): Promise<number>      
       // 組版結果のページ数を返す
  getDiagnostics(): 
Promise<Diagnostic[]>    // 組版中に検
出された診断情報を返す
}

options では， 以下の設定が行えます．

{
  outline: true,                     // PDF のア
ウトライン （しおり） を生成する
  metadata: { title: " 文書タイトル " },  
// PDF メタデータ
  ppi: 350,                          // PNG 出力時の
解像度 （既定値：350）
  blockTransformers: [],             // デ
フォルトの BlockTransformer に追加で適用
する配列
  disableDefaultTransformers: 
false, // headingTransformer / 
captionTransformer / 
footnoteTransformer の自動適用を無効に
する
  fontDir: "fonts",                  // フォント
ファイルの格納ディレクトリ （Node.js のみ）
  fonts: [],                         // ブラウザ向け
のフォントデータ配列
  browserFiles: [],                  // ブラウザ
向けのファイルデータ配列 （figure 等）
}

headingTransformer， captionTransformer，
footnoteTransformer はデフォルトで自動的に適用さ
れます． 数式番号を付与する mathNumberTransformer
は 自 動 適 用 さ れ な い た め ， 必 要 に 応 じ て
blockTransformers に追加します．
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import { mathNumberTransformer, 
minitype } from 
"@minitype/minitype";

await minitype([{ body: [/* ... */] 
}], style, {
  blockTransformers: 
[mathNumberTransformer()],
}).save("output.pdf");

図表，式，ソースコードへの番号付け
図版・表・式・ソースコードは既定で文書全体の通し番

号になります． 各グループの labelOptions で変更でき
ます． 設定は後続のグループへ継承されるため， 通常は最
初のグループに一度だけ指定します．

minitype([
  {
    labelOptions: {
      counterResetAt: false, // 文書全体
で通し番号 （1, 2, ...）
      formatCounter: ({ headingIndex, 
index }) =>
        
`(${headingIndex[0]}.${headingInde
x[1]}.${index})`,
    },
    body: [/* ... */],
  },
  { body: [/* 上の設定を継承 */] },
], style);

counterResetAt には見出しレベルの 1 〜 4， または
通し番号にする false を指定します． formatCounter
を指定すると， カウンタ値と現在の見出し番号から任意の表
示番号を作れます．

フォント
minitype はフォントファイル （.otf， .ttf， .ttc） を

読み込んで組版に使用します． options.fontDir で指
定したディレクトリ （デフォルトではカレントディレクトリ） に
フォントファイルを配置してください． スタイル中でフォント
を指定する際は， 拡張子を除いたファイル名を使用します．

{
  font: "SourceHanSerifJP-Regular"; 
// SourceHanSerifJP-Regular.otf を使
用
}

文書スタイルの定義

文書全体のスタイルは minitype 関数の第 2 引数で指
定します．

import { cmyk, em, fill, H, minitype, 
physical, Q } from 
"@minitype/minitype";

await minitype(
  [
    {
      body: [
        /* ... */
      ],
    },
  ],
  {
    size: "A4",
    writingMode: "horizontal",
    padding: physical(20, 25, 20, 25),
    block: {
      paragraph: {
        font: 
"SourceHanSerifJP-Regular",
        size: Q(13),
        lineHeight: H(22),
        firstIndent: em(1),
        effects: [fill(cmyk(0, 0, 0, 
100))],
      },
      h1: { font: 
"SourceHanSerifJP-Bold", size: 
Q(18) },
      h2: { font: 
"SourceHanSerifJP-Bold", size: 
Q(15) },
    },
    gaps: [
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      ["h1", "paragraph", 8],
      ["paragraph", "h1", 12],
    ],
  },
).save("output.pdf");

DocumentStyle の主な設定項目は以下の通りです．

・size： 用紙サイズ． "A4"， "A5"， "B5" 等の定型
サイズのほか， { width: 210, height: 297 } の
ように mm 単位で直接指定することもできます．

・writingMode：書字方向． "horizontal"（横組）
または "vertical"（縦組） を指定します．

・padding：版面の余白． physical( 上 , 右 , 下 ,
左 ) で物理方向， logical( ブロック始端 , インライ
ン終端 , ブロック終端 , インライン始端 ) で論理方向
の指定が可能です． 値が 2 つの場合は physical(
上下 , 左右 ) のように省略できます．

・ block ： 各 ブ ロ ッ ク 要 素 の 既 定 ス タ イ ル ．
paragraph， h1 〜 h4， li1 〜 li3， code，
footnote 等， ブロックの種類ごとに設定できます．

・command：インラインコマンドの既定スタイル． コマン
ド名をキーとして， フォントや色等を設定します．

・gaps：ブロック間のアキ． [ 前のブロック種別 , 後の
ブロック種別 , アキ (mm)] の形式で指定します．
"fallback" は未指定の組み合わせすべてに適用さ
れます．

単位
minitype では， 以下のヘルパ関数を使用して単位を指定

できます．

・Q(n)： 級 （1Q = 0.2Ā mm）． Q(13) は ā.2Ā mm
です．

・H(n)：Ă （1ă = 0.2Ā mm）． Ąą的に Q とĆ等のć
Ĉを果たします．

・em(n)：文字サイズに対するĉ対値． em(1) は 1 文
字Ċです．

・cm(n)：ċンČメートル． cm(2) は 20 mm です．

・ratio(n)：č要素に対するĈ合． ratio(0.8) は
čĎの ď0Đ です．

・fr(n)： đりのĒ間に対するēĔ （ĕĖĖ の fr とĆ
ė）．

版面の自動計算
1 行Ęたりの文字数と行数から余白を自動ęĚする

calculatePhysicalPadding 関数も用意されています．

import { calculatePhysicalPadding, 
Q, H } from "@minitype/minitype";

const padding = 
calculatePhysicalPadding(
  "A5", // 用紙サイズ
  39, // 1 行Ęたりの文字数
  17, // 行数
  Q(11), // 文字サイズ
  H(18), // 行ěり
  "vertical", // 書字方向
);

文書定義

minitype がĜ理する文書の内容は， グループ （Group）
の配列としてĝ成されます． 各グループはページ設定やスタ
イルをĞğするまとまりでĘり， body にĠまれるブロック
要素の列が文書の内容を形成します．

ブロック要素
文書の内容はブロック要素の配列で表現されます． 以下

のブロック要素が用意されています．

段落
p 関数でġĢを作成します． 引数には文字列， 文字列の

配列， またはインライン要素のģĤĥ配列をĦせます． タグ
付きテンプレートリテラルとしても呼び出せます．

p(" 本文のテキストです． ");
p("1 行目 \n2 行目 "); // ħ行をĠĨ文字列
p([[" テキスト ", bold, " ĩ字 "]]); // イ
ンライン要素をĠĨ場合
p` テンプレートリテラルで ${bold} 書ける `;

見出し
h1 から h4 までの見出しを使用できます．
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h1(" 第 1 Ī はじめに ");
h2("1.1 īĬ ");
h3("1.1.1 ĭ行Įį ");

見出しに番号を付けない場合は { unnumbered: true
} をĦします．

h2(" İı文Ĳ ", { unnumbered: true });

リスト
li1， li2， li3 でĳĴなしリスト， ol1， ol2， ol3

でĳĴ付きリストを作成できます． ĵれĶれ ā ġķのレベル
に対応しています．

li1(" 最初の項目 ");
li2(" ĸれ子の項目 ");
ol1(" 番号付きの項目 ");
ol2(" 番号付きのĸれ子の項目 ");

ol1 〜 ol3 は既定のマーカスタイルによĹて番号が付与
されます． リストのマーカは style.marker でカスタマイ
ズできます．

コードブロック
code 関数でコードブロックを作成します． lang 引数に

ĺĻ名をĦすとシンタックスļイライトが適用されます．
label を付与すると， autoref で Ľソースコード 1ľ のよ
うにİĿできます．

code("const x = 42;", "javascript");
{ ...code(["fn main() {", '    
println!("Hello");', "}"], "rust"),
 label: "code:hello" };

脚注
ŀŁは， 本文中のİĿ （fn） とŀŁ本体 （footnote）

の組み合わせでĄ現します．

import { fn, footnote, minitype, p } 
from "@minitype/minitype";

await minitype([

  {
    body: [
      p([[" 本文のテキスト ", fn("note1", {
 before: "*" }), " です． "]]),
      footnote("note1", " このŀŁはページ
下łに表示されます． "),
    ],
  },
]).save("output.pdf");

fn は ŃnńineŅņtenŇeň で， 本文中にŀŁ番号をŉĸしま
す ． ŀ Ł 本 体 の ĭ Ŋ へ の 対 応 す る 番 号 の 付 与 は
footnoteTransformer がŋい， デフォルトで自動的に
適用されます．

数式
math 関数で ŌōŎeŏ Őőの数式ブロックを作成します．

math(["E = mc Œ 2"]);
math(["\\int_0 Œ \\infty e Œ {-x} dx = 
1"]);

インライン数式には inlineMath ヘルパ関数を使用しま
す．

p([
  [
    " アインシœタインの式 ",
    inlineMath("E=mc Œ 2"),
    " はğ名です． ",
  ],
]);

セクション
section はŔŕ的なコンテŖブロックです． レイアウト

（ŗōp 等） にŘřを与えŚ， 子ブロックのスタイルを一śで
上書きするために使用します．

import { h2, p, Q, section } from 
"@minitype/minitype";

section(
  [h2(" 見出し "), p(" 本文 ")],
  { paragraph: { size: Q(11) } }, // 子
ブロックのスタイルを上書き
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);

カウンタのリセット
resetLabel で図表番号等のカウンタをリċットします．

import { resetLabel } from 
"@minitype/minitype";

resetLabel();                           // 全カウン
タをリċット
resetLabel(["image", "table"]);        
 // ŝ像・表のカウンタのみリċット
resetLabel(["h1"]);                     // h1 
以下の見出しカウンタをリċット

インライン要素
ブロック要素の中Şはインライン要素の配列で表現されま

す． インライン要素には以下の種類がĘります．

・文字列：もĹとも基本的な要素です．

・コマンド （Command）：スタイルの変更やリンク等， テ
キストに付加情報を与えます．

// ĩ字のコマンド
const bold: Command = {
  type: "command",
  name: "bold",
  body: [" ĩ字のテキスト "],
};

コ マ ン ド の name に 対 応 す る ス タ イ ル を
DocumentStyle.command で定şしておくと， ĵのスタ
イルが自動的に適用されます．

await minitype([{ body: [p([[" 通常テ
キスト ", bold, " 通常テキスト "]])] }], {
  command: {
    bold: { font: 
"SourceHanSerifJP-Bold" },
  },
}).save("output.pdf");

インラインヘルパ関数を使用すると， コマンドをŠ単に作

成できます．

import {
  cmyk,
  color,
  command,
  del,
  em,
  fontSize,
  scale,
  u,
  url,
} from "@minitype/minitype";

command(" テキスト ", { name: "bold" });
  // コマンド
color(" šいテキスト ", cmyk(0, 100, 
100, 0));  // 文字色
fontSize(" Ţきいテキスト ", 10);  // 文字
サイズ （mm）
scale(" ţさいテキスト ", em(0.8));  // 
ĉ対スケール
del(" ŤりťしŦ ");  // ŧŨťしŦ
u(" 下Ŧ ");  // 下Ŧ
url(" リンクテキスト ", 
"https://example.com");  // URL リンク

・ ũŪħ行 （ForceBreak）：fbr() でħ行をŉĸし
ます． ū端Ŭえが指定されている場合， 直前の行はū
端Ŭえとなります．

・カーŭング（Kerning）：kern(em) で文字間Ůを em
単位でůŰします．

・ 行ĊĈűŲ （NoBreak）：noBreak() でŉĸ位置
の前後での行ĊĈをűŲします．

・ ĊųűŲ （NoSplit）：noSplit() でŉĸ位置の
前後での行ĊĈおよびトラッキングŉĸをűŲします．

・ イ ン ラ イ ン グ ラ フ ィ ッ ク （ InlineGraphic） ：
inlineGraphic(src, options?) でインラインŝ
像をŉĸします．

import { inlineGraphic, em } from 
"@minitype/minitype";

p([[" テキスト中に ", 
inlineGraphic("icon.png", { size: 
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em(1) }), " ŝ像をŉĸ "]]);

・ イ ン ラ イ ン 数 式 （ InlineMath ） ：
inlineMath(latex,  size?) で ŌōŎeŏ のインラ
イン数式をŉĸします．

・ŴŵŶックス （Hbox）：hbox(width, body) で指
定したĎのŶックスを作成します． リーŷ （ŸŦ等） に
も使用できます．

import { hbox, fr } from 
"@minitype/minitype";

hbox(fr(1), " ŹŹ ");  // 余白をリーŷで
źめる
hbox(30, [" 左Żせコンテンż "]);  // 30 
mm のŶックス

・ルŽ （Ruby）：ruby(base, ruby) でルŽを付与し
ます．

import { ruby } from 
"@minitype/minitype";

p([[ruby(" žſ ", " ƀら "), " がƁいた
"]]);
p([[...ruby(" ž ", " ƀ ", " ſ ", " ら
")]]);  // 文字ごとにルŽを付ける

InlineExtender
ŃnńineŅņtenŇeň は， 組版Ĝ理時にインライン要素にƂƃ

される関数です． ĉƄİĿやページ番号のŉĸに使用しま
す．

・ref(label)：ラベルのİĿ番号をŉĸします． リン
ク付きです．

・autoref(label)：Ľ図 1ľĽソースコード 2ľ のよう
に， 種類と番号をŉĸします．

・pageref(label)：ラベルが存在するページ番号を
ŉĸします．

・page：現在のページ番号をŉĸします．

・totalPages：ƅページ数をŉĸします．

・fn(label, options?)：ŀŁ番号をŉĸします．

・marker(before, after)： リストのマーカ （番号
等） をŉĸします．

・ headingInPage(options?)： フロー内で使用し，
現在ページに出現した見出しのテキストをŉĸします
（Ɔとして使用）．

url(href, body?) はļイパーリンク付きの Command
を返すヘルパ関数です （ŃnńineŅņtenŇeň ではĘりません）．

タグ付きテンプレートリテラル
p， h1 〜 h4， li1 〜 li3， ol1 〜 ol3 等のブロック

生成関数はタグ付きテンプレートリテラルとしても呼び出せ
ます． テンプレートにインライン要素を直接źめ込めます．

import { command, il, kern, p } from 
"@minitype/minitype";

const emphasis = command(" Ƈ要なĻƈ
", { name: "bold" });

p` 本文中に ${emphasis} や
${kern(-0.1)} カーŭングをźめ込める． `;

インライン要素の配列を作成するには il タグを使用しま
す．

const inline = il` テキスト ${emphasis}
テキスト `;

改ページ・改段
newpage() でページをħめ， clearpage() で保Ɖ中

の フ ロ ー ト を す べ て 出 力 し て か ら ħ ペ ー ジ し ま す ．
newcolumn() でġをħめます． newcolumn() は 1 ġ組
の場合はħページとして動作します．

import { newpage, clearpage, 
newcolumn, p } from 
"@minitype/minitype";

[p("1 ページ目 "), newpage(), p("2 ペー
ジ目 "), clearpage(), p(" Ĥのページ
")];
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vspace(mm) でブロック方向に任意のĒ白をŉĸするこ
ともできます．

図版

image 関数でŝ像ファイルをŉĸします． PNG， ƋPG，
ĖƌG， PDF に対応しています． figure ヘルパ関数を使用
すると， ŝ像とキƍプションをまとめて配置できます．

import { image, ratio } from 
"@minitype/minitype";

image("image.png", { width: 
ratio(0.8), align: "center" });

width には mm 単位の数値， または ratio() でč要
素に対するĈ合を指定できます． テキストのƎり込みには
box の wrap プロパティを使用します．

キャプション
ŝ像や表にキƍプションを付与するには caption 関数を

使用します． captionTransformer はデフォルトで自動
的に適用されるため， 自動Ə番がğ効になĹています．

import { caption, image, minitype, 
ratio } from "@minitype/minitype";

await minitype([
  {
    body: [
      image("chart.png", { width: 
ratio(0.6) }),
      caption(" ĄƐ結果のグラフ "),
    ],
  },
]).save("output.pdf");

表
table 関数で表を作成します． 内容は [ 行 ][ 列 ] のģ

Ĥĥ配列で， 各ċルは cell 関数にブロック要素をĦして
作成します．

import { cell, cmyk, fr, p, ratio, 
rgb, table } from 
"@minitype/minitype";

table(
  [
    [cell(p(" 名前 ")), cell(p(" Ƒƒ
")), cell(p(" ƓƔ "))],
    [cell(p(" ƕ中 ")), cell(p("30")), 
cell(p(" ƃƖł "))],
    [cell(p(" ƗƘ ")), cell(p("25")), 
cell(p(" ƙŝł "))],
  ],
  {
    columnWidths: [fr(1), 20, 
ratio(0.3)],
    horizontalBorders: (rowIndex, 
rowCount) => {
      if (rowIndex === 0 ƚƚ rowIndex === 
rowCount) {
        return { color: cmyk(0, 0, 0, 
100), styles: [{ width: 1.5 }] };
      }
      return { color: cmyk(0, 0, 0, 
100), styles: [{ width: 0.5 }] };
    },
    background: (rowIndex) =>
      rowIndex === 0 ? cmyk(0, 0, 0, 10) 
: rgb(255, 255, 255),
  },
);

columnWidths にはċルごとのĎを指定します． mm
単位の数値， ratio() によるĈ合， fr() によるēĔをƛ
在 さ せ る こ と が で き ま す ． horizontalBorders と
verticalBorders にはƜŦのスタイルを，background
にはċルのīĬ色を， ĵれĶれ値または関数で指定します．

図形
rect でƝ形， ellipse でƞƟをƠŝします． Ďとơさ

は mm 単位です．

import { cmyk, ellipse, fill, 
physical, rect, solid } from 
"@minitype/minitype";
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rect(60, 40, {
  background: [fill(cmyk(0, 0, 0, 
20))],
  align: "center",
});
ellipse(50, 50, {
  border: physical(solid(0.5, 
cmyk(0, 0, 0, 100))),
});

ボックスを描画する

Ŷックス （Box） は， 子ブロック要素をまとめるコンテŖ
要素です． ġ組やフロート配置をĄ現するために使用します．

段組
Ŷックスの style.columns にġ数を指定すると， 内容

がƣġ組でレイアウトされます．

import { box, p } from 
"@minitype/minitype";

box([p("1 ġ目の内容 ..."), p("2 ġ目に
Ƥれ込Ĩ内容 ...")], {
  columns: 2,
  columnGap: 5,
  columnFill: "balance",
});

columnGap はġ間のĎ （mm）， columnBorder は
ġ 間 に 引 く Ɯ Ŧ の ス タ イ ル で す ． columnFill:
"balance" を指定すると， Ŷックスがĵのページ内でƥ結
す る 場 合 に 各 ġ の ơ さ を Ŭ え ま す ． 既 定 値 は
columnFill: "auto" で， ページ下łまでĳにƤし込み
ます． Ŷックスは既定でƦ中ħページをƧけ， 現在のġに
ƨまらない場合はĤのġにěられます． Ʀ中ħページをƩ
可するには splitable: true を指定します．

フレックスボックス
flexbox 関数は， ƪ数のŶックスをインライン方向 （横

書きなら横方向） にƫべて配置します．

import { box, flexbox, p, ratio } from
 "@minitype/minitype";

flexbox([
  box([p(" 左カラƬ ")], { inlineSize: 
ratio(0.3) }),
  box([p(" 右カラƬ ")]),
]);

各 Ŷ ッ ク ス の inlineSize で Ď を 指 定 し ま す ．
inlineSize が省略されたŶックスは， đりのĎをƭ等に
Ċ Ĉ し ま す ． inlineSize に は mm 単 位 の 数 値 ，
ratio() によるĈ合， fr() によるēĔを使用できます．

フレックスŶックスはページをまたƮことができません．

フロート
float("top", blocks) または float("bottom",

blocks) を使用すると， ブロックをページの上端または下
端にƯ動配置します．

import { caption, float, image } from 
"@minitype/minitype";

float("top", [image("chart.png"), 
caption(" ĄƐ結果 ")]);

現在のページに配置できない場合は， ĤのページにưŨ
Ʊされます．

装飾
Ŷックスには background（īĬƲフェクト）， border

（ƜŦ）， borderRadius （Ƴƴ）， padding （内Ƶの
余白）， margin（ƶƵの余白） を設定できます．

import { box, cmyk, fill, logical, p, 
physical, solid } from 
"@minitype/minitype";

box([p(" ƷみŐƸの内容 ")], {
  padding: physical(4, 6, 4, 6),
  background: [fill(cmyk(0, 0, 0, 
5))],
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  border: logical({
    blockStart: solid(0.5, cmyk(0, 0, 
0, 80)),
    blockEnd: solid(0.5, cmyk(0, 0, 0, 
80)),
  }),
  borderRadius: 2,
});

Ɯ Ŧ は solid( Ď , 色 )， dashed( Ď , 色 )，
dotted( Ď , 色 )， double( Ď , 色 ) 等のヘルパ関数
で作成できます．

柱・ノンブルを挿入する

ヘッŷ （Ɔ） やフッタ （ƹンブル） は， フロー （Flow）
として定şします． フローは本文とはƺƻしてページ上に配
置されるブロック要素Ƽです．

import { minitype, p, page } from 
"@minitype/minitype";

await minitype([
  {
    body: [
      p(" 本文のテキスト ..."),

      // Ɔ （ヘッŷ）
      {
        type: "flow",
        position: "pillar",
        blockOffset: -3,
        blocks: [p(" 文書タイトル ", { 
firstIndent: 0 })],
      },

      // ƹンブル （ページ番号）
      {
        type: "flow",
        position: "nombre",
        blockOffset: 0,
        blocks: [p([[page]], { align: 
"center", firstIndent: 0 })],
      },
    ],
  },

]).save("output.pdf");

position には ā 種類の基ƽ位置がĘります．

・"pillar"：版面の上端 （縦書きでは右端） を基ƽと
するĉ対位置です．

・"nombre"：版面の下端 （縦書きでは左端） を基ƽと
するĉ対位置です．

・"page"：ページ左上をƾŸとするƿ対位置です．

blockOffset と inlineOffset でフローの位置をǀ
ůŰできます． inlineSize でフローのĎを指定すること
も可能です．

page プロパティを使用すると， ǁ定のページにのみフ
ローを表示できます． ページ番号を直接指定するか， 関数
でǂǃをŐǄします．

{
  type: "flow",
  position: "nombre",
  page: (pageIndex) => pageIndex >= 1,
  // 2 ページ目以ǅにのみ表示
  blocks: [p([[page]], { align: 
"center", firstIndent: 0 })],
}

Ɔ に 現 在 ペ ー ジ の 見 出 し を 表 示 す る に は
headingInPage ŃnńineŅņtenŇeň を使用します．

import { headingInPage } from 
"@minitype/minitype";

{
  type: "flow",
  position: "pillar",
  blockOffset: -3,
  blocks: [p([[headingInPage({ 
level: 2 })]], { firstIndent: 0 })],
}

タイトルを挿入する

タイトルページは， グループのǆ組みを使用して作成しま
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す． タイトル用のグループを本文とは別に定şし， フローで
自ǈな位置に要素を配置します．

await minitype([
  // タイトルページ （グループ 1）
  {
    body: [
      {
        type: "flow",
        position: "page",
        inlineOffset: 50,
        blockOffset: 80,
        blocks: [h1(" 文書のタイトル ")],
      },
      {
        type: "flow",
        position: "page",
        inlineOffset: 50,
        blockOffset: 120,
        blocks: [p(" ǉǊ名 ", { align: 
"left", firstIndent: 0 })],
      },
    ],
  },
  // 本文 （グループ 2）
  {
    body: [h1(" はじめに "), p(" 本文の内容
...")],
  },
]).save("output.pdf");

各グループはƺƻしたページ番号をưつことができ，
pageIndex プロパティでƃ始ページをŪǋできます．

固定の画像を挿入する

フローの position: "page" を使用すると， ページ上
の任意のǌǍにŝ像やブロック要素をǎ定配置できます． ī
Ĭŝ像やŔかし， Ǐǐ等に使用できます．

{
  type: "flow",
  position: "page",
  inlineOffset: 0,
  blockOffset: 0,

  zIndex: -1,  // 本文よりī面に配置
  blocks: [image("background.png", { 
width: 210 })],
}

zIndex を指定すると， 要素の前後関Ǒ （ƇǒĳĴ） を
Ūǋできます． Ǔの値を指定すると本文のī面に配置されま
す．
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